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ＥＣＯ　Ｎｅｗｓ　第６０号の発刊にあたってＥＣＯ　Ｎｅｗｓ　第６０号の発刊にあたってＥＣＯ　Ｎｅｗｓ　第６０号の発刊にあたってＥＣＯ　Ｎｅｗｓ　第６０号の発刊にあたってＥＣＯ　Ｎｅｗｓ　第６０号の発刊にあたって

２１世紀教育研究所　　中山　和彦

　この号でＥＣＯ　Ｎｅｗｓも60号になりました。
  1988年 4月に第１号を発刊してから，丸10年を経
過いたしました。この間，ＥＣＯの活動にご協力して
下さり，一緒に走ってきてくださった多くの先生方に
心から感謝いたします。
　先号に，今号をもって印刷物の形態でのＥＣＯ　Ｎ
ｅｗｓの発行を停止するということを書きました。し
かし，４月以降も印刷版を継続することにいたしまし
た。印刷版を必要とされる方は申し込んで下さい。詳
しくは2ページをご覧下さい。
　1999年度夏の研修会の予定が決まりました。注目し
ていただきたいことは，中央研修会の中止です。これ
は，スタディグループの今後の活動の在り方の変更を
意味しています。これまで10年以上にわたって，スタ
ディ初心者を中心にした研修を実施する場として中央
研修会を開催してきました。初心者の指導ができる人
が少なかったためと，スタディの導入校数も少なかっ
たために，そのような研修の形で，カバー出来たから
です。しかし，皆様の協力と努力のお陰で，スタディ
を導入している小・中学校は全国の10％を超えました。

また，初心者研修のみならず，スタディに関するいろ
いろな研修の指導者としてご協力いただける先生方が
全国にいらっしゃるようになりました。そこで，初心
者を中心にした研修は地域でやっていただき，ＥＣＯ
Ｎｅｗｓ主催で行う研修会は，地域指導者を対象とす
ることにしました。最近の行政でも流行りの中央集権
から地方分権への転換です。
  そのためには，地域毎に研究会，支部というような
形を作り，その組織が中心になって自分たちの地域は
自分たちで責任をもってやって行くのだという決意を
もち，実行していくことが必要です。すでに，実践さ
れている地域もありますが，全国的に組織化していく
ことが必要です。
　これが，1999年度の最重要課題です。ただですら校
務で忙しい先生方に，さらにお仕事をお願いすること
になり，非常に気にかかります。しかし，そのように
しなければ，スタディの目指す学習者一人一人の成長
を目指したコンピュータ活用の実現は不可能です。ど
うか，積極的にご協力下さい。皆で力を合わせ，隊伍
をくみ，今後の日本を背負う子どもの成長を図ろうで
は有りませんか。

　シャープシステムプロダクト株式会社の文教営業部長
山田英之氏は，この３月に定年で会社を去られることにな
りました。筑波大学とシャープとで学校用のＣＡＩシステ
ム「マイコンクラスルームＣＡＩ」の開発を始めてから15
年間，部長として陣頭指揮にあたられ，現在のスタディシ
リーズとして完成された方です。
　今後は顧問として，スタディのお手伝いをして下さるこ
とになっております。山田さんは「15年もの間，日本の子
どもの将来に役立つ，誇りのもてる，やり甲斐のある仕事

をさせて頂き，感謝です。このように長い期間，同じ仕事
を続けさせて貰ったのはシャープで恐らく私が最初でしょ
う。これからは，会社の人間としてではなく，自由人とし
て先生方のお手伝いをさせて頂きたいと考えています」と
語っておられます。
　スタディの現在あるのは山田さんに負う所が多く，心か
ら感謝を申し上げ，また，「ご苦労さまでした。今後もよ
ろしく」とお願いをしたいと思います。　　（中山和彦）
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　前号のＥＣＯ Ｎｅｗｓで，２１世紀教育研究所を
高度情報通信時代にふさわしいＳＯＨＯの形態に発展
させることをお知らせしました。それにともない印刷
媒体でのＥＣＯ　Ｎｅｗｓはやめて，インターネット
上に掲載することをお知らせしました。
　この件に関して皆様方からの多くの励ましのお言葉
とご意見が寄せられました。その中に「これまでの印
刷物のＥＣＯ　Ｎｅｗｓも，やめないでください。我
校にはインターネットの接続の予定がないのです。」
といったご意見がありました。早速，検討させていた
だきました。その結果，ＥＣＯ　Ｎｅｗｓの方針を再
度変更し，印刷媒体によるＥＣＯ　Ｎｅｗｓの発行も
継続することにしました。また，「ＣＡＩ教材の相互利
用はどうなるのですか」などのご質問もいただきまし
たので，　今回は，これらのご質問に具体的に回答さ
せていただきます。

１　ＥＣＯ　Ｎｅｗｓの発行１　ＥＣＯ　Ｎｅｗｓの発行１　ＥＣＯ　Ｎｅｗｓの発行１　ＥＣＯ　Ｎｅｗｓの発行１　ＥＣＯ　Ｎｅｗｓの発行
　これまでと同様な印刷媒体とインターネットのホー
ムページを利用したＷｅｂ媒体の２種類のＥＣＯ　Ｎ
ｅｗｓを発行します。Ｗｅｂ媒体のものはインター
ネットを利用して誰でもディスプレイ上に表示できま
すし，手元のプリンターでカラーで印刷することもで
きます。ｐｄｆというファイル形式を利用しますの
で，高品質な印刷が可能となります。

２　ＥＣＯ　Ｎｅｗｓの申し込み方法２　ＥＣＯ　Ｎｅｗｓの申し込み方法２　ＥＣＯ　Ｎｅｗｓの申し込み方法２　ＥＣＯ　Ｎｅｗｓの申し込み方法２　ＥＣＯ　Ｎｅｗｓの申し込み方法
★印刷媒体のＥＣＯ　Ｎｅｗｓを希望される場合は，
郵送会員登録をしていただきます。送料を中心とする
諸費用として年会費1,000円のご負担をお願いいたし
ます。郵送会員は，ＣＡＩ相互利用教材やスタディ
ノート関連のファイルを記録した無償のＣＤ－ＲＯＭ
が配布される特典付です。

【【【【【郵郵郵郵郵送送送送送会会会会会員員員員員登登登登登録録録録録方方方方方法法法法法】】】】】
　郵送会員登録用紙に，宛先，氏名等必要事項を記入し，
年会費として1,000円の郵便小為替を同封して，２１世
紀教育研究所に郵送して下さい。
　郵便小為替は，郵便局で「1000円分の定額小為替を
下さい」と言って購入して下さい。
　登録用紙は今回のＥＣＯ　Ｎｅｗｓに同封されている
他，21世紀教育研究所のホームページから入手できます。
　

郵送会員登録は郵送会員登録は郵送会員登録は郵送会員登録は郵送会員登録は44444 月月月月月 3030303030 日必着日必着日必着日必着日必着

＊なお，＊なお，＊なお，＊なお，＊なお，これまでのように切手をお送りいただく方これまでのように切手をお送りいただく方これまでのように切手をお送りいただく方これまでのように切手をお送りいただく方これまでのように切手をお送りいただく方
式はとりませんので，式はとりませんので，式はとりませんので，式はとりませんので，式はとりませんので，ご注意願います。ご注意願います。ご注意願います。ご注意願います。ご注意願います。

★Ｗｅｂ媒体のＥＣＯ　Ｎｅｗｓは，会員登録するこ
となく，無料で誰でも自由に見ることができますし，
ｐｄｆファイルとして入手することができます。２１
世紀教育研究所のホームページに接続すれば，誰で
もＥＣＯ　Ｎｅｗｓインターネット会員ということに
なります。

【Ｗｅｂ媒体のＵＲＬ】
　２１世紀教育研究所のホームページをご覧ください。

          http://www.eri21-unet.ocn.ne.jp/http://www.eri21-unet.ocn.ne.jp/http://www.eri21-unet.ocn.ne.jp/http://www.eri21-unet.ocn.ne.jp/http://www.eri21-unet.ocn.ne.jp/

３　ＣＡＩ相互利用教材の入手方法３　ＣＡＩ相互利用教材の入手方法３　ＣＡＩ相互利用教材の入手方法３　ＣＡＩ相互利用教材の入手方法３　ＣＡＩ相互利用教材の入手方法
　これには次の２つの方法があります。ＣＡＩ教材の
他，スタディノート関連の各種ファイルも同様に入手で
きます。
① ＥＣＯ　Ｎｅｗｓ郵送会員に登録しておくと，新し
くＣＤ－ＲＯＭが作成されたときには自動的に郵送さ
れます。ＣＤ－ＲＯＭにはコースウェアとその教師用
ガイドが含まれています。ＣＤ－ＲＯＭは原則として
年に１回作成する予定です。
② 相互利用教材は全てインターネットを利用して，だ
れでも入手できます。具体的方法は２１世紀教育研究
所のホームページをご覧ください。
　なお，フロッピーでの配布はいたしません。上記の方
法で入手して，フロッピーに保存してご利用ください。
　教材等はすべて無償ですが，教材を利用するために
は，スタディタイムやスタディノートのプログラムが
必要です。これらはシャープシステムプロダクト㈱
（℡:06-6625-3233 ／ fax:06-6624-0764 ／ e-mail:
study@ssp.osa.sharp.co.jp）へお問い合わせ下さい。

　３月4日新宿の京王プラザホテルで，「新1000校プ
ロジェクト成果発表会」が行われました。そこで，つ
くば市立桜南小学校の森田先生，海崎先生が地域を
流れる花室川を巡って，周辺にある8つの小学校（平
成10年度までは，そのうちの2校，平成11年度から
8校）の児童がネットワークを活用して川やその周り
の様子を観察して共同研究を行う「花室川プロジェ
クト」の報告されました。
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新新新新新 10001000100010001000 校プロジェクト成果発表会校プロジェクト成果発表会校プロジェクト成果発表会校プロジェクト成果発表会校プロジェクト成果発表会

　CEC（財団法人コンピュータ教育開発センター）の
ホームページで発表会のレジメが公開されています。
桜南小学校のレジメは，次ぎのアドレスです。

《《《《《　　　　　おおおおお　　　　　知知知知知　　　　　ららららら　　　　　せせせせせ　　　　　》》》》》

１９９９年度　ＥＣＯ　Ｎｅｗｓについて１９９９年度　ＥＣＯ　Ｎｅｗｓについて１９９９年度　ＥＣＯ　Ｎｅｗｓについて１９９９年度　ＥＣＯ　Ｎｅｗｓについて１９９９年度　ＥＣＯ　Ｎｅｗｓについて

《《《《《おおおおお知知知知知らららららせせせせせ》》》》》19991999199919991999 年度　ＥＣＯ　Ｎｅｗｓについて／ＮＥＷＳ　新年度　ＥＣＯ　Ｎｅｗｓについて／ＮＥＷＳ　新年度　ＥＣＯ　Ｎｅｗｓについて／ＮＥＷＳ　新年度　ＥＣＯ　Ｎｅｗｓについて／ＮＥＷＳ　新年度　ＥＣＯ　Ｎｅｗｓについて／ＮＥＷＳ　新 100100100100100 校プロジェクト成果発表会校プロジェクト成果発表会校プロジェクト成果発表会校プロジェクト成果発表会校プロジェクト成果発表会



123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121
123456789012345678901234567890121234567890123456789012345678901212345678901234567890123456789012123456789012345678901234567890121

(((((1) 1) 1) 1) 1) メディアメディアメディアメディアメディア・・・・・コーディネータ研修会コーディネータ研修会コーディネータ研修会コーディネータ研修会コーディネータ研修会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（（（（（旧旧旧旧旧イイイイインンンンンススススストトトトトラララララクククククタタタタターーーーー研研研研研修修修修修会会会会会）））））

目　　的：夏季に予定されているスタディ関連の研
　　　　　修会を充実させるため，企画・運営および
　　　　　指導にあたるメディア・コーディネータ　
　　　　　（インストラクター）を対象とした研修　
　　　　　会。スタディ関連の最新情報が得られる。
　　　　　また，参加者同士が研修会計画についての
　　　　　アドバイスを行う。
開催日　：19991999199919991999 年年年年年 66666 月月月月月 2626262626 日日日日日（（（（（土土土土土）））））
　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　～2727272727 日日日日日（（（（（日日日日日）））））合宿合宿合宿合宿合宿
会　　場：シャープ㈱市谷ビル（東京都新宿区）
参加費等：参加費は無料，宿泊費は２１世紀教育研
　　　　　究所が負担，旅費は地域単位に一部補助
お問い合わせ：２１教育研究所
　　　　　　　fax 0298-50-3330
　　　　　　　e-mail econews@green.ocn.ne.jp

　　　　　スタディ関係の研修会の第１報をお知らせします。詳細は，次号および関連するホームページをご覧下さい。
例年8月上旬に開催しておりました初心者を対象としたスタディ中央研修会は，今年は開催いたしません。初
心者を対象とした研修会は各地で開催される予定の地域研修会にご参加ください。
　地域研修会の予定についても，今後，ホームページおよびECO Newsでご紹介する予定です。地域研修会の
開催が決まった地域の先生は，ECO Newsへご一報下さい。

(4) (4) (4) (4) (4) 筑波女子大学公開講座筑波女子大学公開講座筑波女子大学公開講座筑波女子大学公開講座筑波女子大学公開講座
　　　　　　　　　　スタディノートを中心としたスタディノートを中心としたスタディノートを中心としたスタディノートを中心としたスタディノートを中心とした
　　　　　　　　　　　　　　　ネットワーク利用の授業展開ネットワーク利用の授業展開ネットワーク利用の授業展開ネットワーク利用の授業展開ネットワーク利用の授業展開（（（（（仮仮仮仮仮）））））

目　　的：学校用グループウェア『スタディノート』
　　　　　の活用を中心に，ネットワークを利用し
　　　　　た授業実践の在り方についての研修を行
　　　　　う。スタディノートの開発意図，背景に
　　　　　ある教育理論，スタディノートの上手な
　　　　　使い方，利用事例紹介，研修の進め方，
　　　　　最新情報などを予定。
開催日　：19991999199919991999 年年年年年 88888 月上旬を予定月上旬を予定月上旬を予定月上旬を予定月上旬を予定
会　　場：筑波女子大学（茨城県つくば市）

　参加費・申し込み方法など詳細については，ECO
News No.61およびスタディノートのホームページ
（http://www.kasei,ac.jp/eco/ECONews.html）に
掲載する。

(3) (3) (3) (3) (3) 信州大学公開講座信州大学公開講座信州大学公開講座信州大学公開講座信州大学公開講座
　　　　　メディアメディアメディアメディアメディア・・・・・コーディネータ養成講座コーディネータ養成講座コーディネータ養成講座コーディネータ養成講座コーディネータ養成講座
　　　　　「「「「「総総総総総合合合合合的的的的的ななななな学学学学学習習習習習ののののの時時時時時間間間間間ととととと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マルチメディア」マルチメディア」マルチメディア」マルチメディア」マルチメディア」

目　　的：総合的な学習の時間のカリキュラム開発

　　　　　とマルチメディアの利用，さらに評価方

　　　　　法（用語連想法）について学ぶ。

開催日　：19991999199919991999 年年年年年 88888 月月月月月 55555 日日日日日（（（（（木木木木木）））））～～～～～ 66666 日日日日日（（（（（金金金金金）））））

会　　場：信州大学教育学部

　　　　　附属教育実践総合センター

参加費等：約6600円ほどの予定

申込方法：下記の信州大学教育学部附属教育実践総

　　　　　合センターのホームページから申込書を

　　　　　印刷して申し込む。

URLURLURLURLURL：：：：：http://cert.shinshu-u.ac.jp/http://cert.shinshu-u.ac.jp/http://cert.shinshu-u.ac.jp/http://cert.shinshu-u.ac.jp/http://cert.shinshu-u.ac.jp/

(2) (2) (2) (2) (2) 教材開発研究会教材開発研究会教材開発研究会教材開発研究会教材開発研究会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マルチメディア教材開発合宿マルチメディア教材開発合宿マルチメディア教材開発合宿マルチメディア教材開発合宿マルチメディア教材開発合宿

目　　的：夏に完成が予定されている新オーサーリ
　　　　　ングシステムを利用して，短時間で作成
　　　　　できる教材を開発する。
開催日　：19991999199919991999 年年年年年 77777 月月月月月 2828282828 日日日日日（（（（（水水水水水）））））
　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　～3030303030日日日日日（（（（（金金金金金）））））合宿合宿合宿合宿合宿
会　　場：シャープ㈱矢板研修所（栃木県矢板市）
参加費等：参加費，交通費は21世紀教育研究所が補
　　　　　助する。
申込方法：２１世紀教育研究所から教材開発の実績
　　　　　を有する先生に参加を直接依頼する。一
　　　　　般参加を希望する方は，東原（℡/FAX　
　　　　　026-237-6126）へ連絡して下さい。

　　　　（一般参加の場合は，交通費等の自己負
　　　　　　担をお願いいたします。）

１９９９年　夏のスタディ研修会のご案内１９９９年　夏のスタディ研修会のご案内１９９９年　夏のスタディ研修会のご案内１９９９年　夏のスタディ研修会のご案内１９９９年　夏のスタディ研修会のご案内

（（（（（第第第第第一一一一一報報報報報）））））

◇◇◇◇◇

19991999199919991999 年夏のスタディ研修会のご案内年夏のスタディ研修会のご案内年夏のスタディ研修会のご案内年夏のスタディ研修会のご案内年夏のスタディ研修会のご案内（（（（（第第第第第一一一一一報報報報報）））））
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　2002年（平成15年)からの学校に求められている，
個に応じた学習を実現することは，現状の授業形態の
ままでは不可能である。その実現のためには，先生を
助ける道具として，子どもが自ら学ぶことのできるコ
ンピュータが必要であり，また，先生の指導も根本か
ら改めなければならないということを前号までに記し
た。では，行政当局はそのために必要な施設を整える
計画をもっているかというと，非常に心もとない。
　教育課程審議会答申は，「教育環境に関しては，コン
ピュータ等の教育機器についてハード，ソフト両面に
わたる整備や情報通信ネットワークの整備充実とその
活用を進める」「学校図書館における情報機器や図書，
視聴覚資料などの一層の充実と活用が求められる」と
記している。
　これを見ると，整備充実について考えているように見
える。しかし，「平成11年度までに公立学校において，小
学校で２人に１台，中学校・普通高等学校・・・で１人
に１台の水準で整備が進められている」「中学校・高等
学校・・・は平成15年までにすべての学校がインター
ネットに接続できるように計画的に整備が進められてい
る」と記している。その後，インターネットの整備は１
年繰り上げられたが，ここに記されていることをそのま
ま解釈すると，現時点で文部省が整備を進めていること
が記されているだけである。どこにも，答申で求めてい
る教育改革のために，さらに充実しようという考えは示
されていない。また，「小学校で２人に１台」とここに書
かれており，地方交付金でも２人に１台という予算計上
がされているので，文部省は小学校では２人に１台のコ
ンピュータで充分であると考えていると理解している教
育委員会がほとんどである。
　しかし，文部省は教育上から２人に１台でよいとは
言っていない。２人に１台のコンピュータを教育的に
どう使うか，それで充分なのか等については何も言っ
ていない。平成15年度までに，限られた予算の範囲内
で，全国の小学校にコンピュータを設置しようとする
ならば，１学級の児童が，２人で１台ずつ使うことに
すればよい，ということから２人に１台という数字が
でてきたのである。したがって，『日本の経済の建て直
しのためには，コンピュータ産業を振興させなければ
ならず，そのためには教育でもっとコンピュータを
使ってもらうことが必要である』と，補正予算でもつ
けば，たちまち１人１台になってしまうであろう。
　かつて中学校も２人に１台と言われていたが，いつ
の間にか１人１台になってしまった。これは，１人１
台分の予算がついたからである。やがて，小学校も同

じようなことになるのではないかと思っている。それ
どころではなく，学校の生徒数の10分の１，５分の１
のコンピュータが導入されることもあり得るであろ
う。そうなった時に，発展性のないシステムが導入さ
れていたのでは，後から入ったものと前からあったも
のとの整合性もとれず，無駄が生じてしまう。そのよ
うなことを考えて，これからコンピュータを導入する
時には，将来のことを頭においておき，発展性のある
システムを構成していくことが必要である。
　教育課程審議会答申で大きく取り上げられているこ
とに，「情報化への対応」がある。この項には，「今後，
ますます高度情報社会が発展していく中で，児童生徒
が，溢れる情報の中で情報を主体的に選択・活用した
り」「情報の発信・受信の基本的ルールを身に付ける」
「情報活用能力を養う」「情報化の影響などについての
理解を深める」ということが記されている。
　また，他の箇所では，「小学校においては『総合的な
学習の時間』をはじめ各教科などの様々の時間を通じ
てコンピュータを適切に活用することを通して，情報
化に対応する教育を展開する」「中学校においては技
術・家庭科の中でコンピュータの基礎的な活用技術の
修得など情報化に関する基礎的内容を必修とする」，
また，「高等学校では普通教育としての教科『情報』を
設け，必修とする」ことが定められている。
　答申で中心となっているのは，コンピュータリテラ
シーてはなく，情報化時代に対応できる人を育てるた
めの教育，情報リテラシーの育成である。リテラシー
（literacy) を英和辞書で引いてみると「識字」と訳
されており，「文字の読み書きのできること」と説明が
つけられているのが多い。大きな辞書には，「学問のあ
ること」「教育を受けていること」などという訳がつい
ているものがある。かつては，文字の読み書きの出来
ることが教育のある証拠であり，学問を身に付けてい
ることの証明だったから，リテラシーという言葉がそ
のような意味にも使われたのである。
　文字を書くに当たっては筆記用具を使えなければな
らず，使うのは当然のことであり，ペンや鉛筆が使え
るということを特にとりあげることはない。情報リテ
ラシーの育成に当たっては，情報を処理するための道
具（コンピュータ）が使えるようになっているのは当
たり前である。道具であれば，一人に１台ずつなけれ
ば役に立たない。また，道具を使うことが教育の目的
になってしまったのではおかしなことになる。
　次号以降でどのように情報リテラシー教育をしたら
よいかを説明していきたい。

導入は将来の状況の変化に対応できる発展性のあるシステム構成で導入は将来の状況の変化に対応できる発展性のあるシステム構成で導入は将来の状況の変化に対応できる発展性のあるシステム構成で導入は将来の状況の変化に対応できる発展性のあるシステム構成で導入は将来の状況の変化に対応できる発展性のあるシステム構成で

-新学習指導要領に向けて，どのようにコンピュータを導入して利用していくか（3）-

２１世紀教育研究所　中山　和彦

導入は将来の状況の変化に対応できる発展性のあるシステム構成で導入は将来の状況の変化に対応できる発展性のあるシステム構成で導入は将来の状況の変化に対応できる発展性のあるシステム構成で導入は将来の状況の変化に対応できる発展性のあるシステム構成で導入は将来の状況の変化に対応できる発展性のあるシステム構成で
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１．１．１．１．１．マルチメディアコースウェア作成の目的マルチメディアコースウェア作成の目的マルチメディアコースウェア作成の目的マルチメディアコースウェア作成の目的マルチメディアコースウェア作成の目的
　現在の小学校体育における器械運動（マット・跳び
箱）は，大学時代に体育を専攻していなかった教師に
とっては自信のもてない指導課題であり，その指導を
敬遠する教師や苦手意識のある教師が多い。そのため
児童にとって器械運動の学習は，指導者により大きく
学習成果が左右されている。その原因としては次の３
点が上げられる。
①　教師自身が師範できないので指導への積極性が薄
れてしまう。

② 体育専攻の教師なら知っている，技能修得に有効
なこつやポイントなどの指導方法が，広く一般の
教師に知られていない。

③ 児童は，模範となる演技を見ることができないの
で，技の目標を持って学習を進めることができない。
よって，器械運動を現在の小学校教師がより自信を

持って指導できるようになるには，
①　師範に替わる演技の提示
②　器械運動の専門家が持っている指導技法を一般の
　　教師へ広めること
の２点が必要課題であると考えた。この２つの課題を
解決する手段として，マルチメディアを使ったＣＡＩ
教材の開発が有効であると考えた。マルチメディアに
よるＣＡＩ教材化には次のような効果があると考えら
れる。師範に替わるものとしてはＶＴＲやレーザー
ディスクを見せるのが一つの解決策であるが，教師の
判断で必要と思った児童に必要なものを必要な時期に
見せることができるわけではないので，これは師範に
は及ばない。一方ＣＡＩ学習では，一人ひとりの目的
や必要感に合わせて模範となる演技を提示したり練習
方法を示したりする事ができるため，師範に変わる援
助ができることになる。しかも，強調したい部分を大
きく見せたり，ゆっくり見せたりできるので，子ども
に見せたい部分を明確にしやすい。また，まだ一般に
知られていない有効なこつやポイント等を盛り込むこ
とも容易である。
以上のことを理由として，器械運動におけるマルチ

メディア教材を制作することとした。

２．２．２．２．２．コースウェアの内容コースウェアの内容コースウェアの内容コースウェアの内容コースウェアの内容
（１）単元の選定
単元の選定では，小学校４年生のマット運動の単元

内容にしぼって教材化を進めることにした。なぜなら
４年生のマット運動は，初めて器械運動としてのマッ
ト運動の学習が始まるため，技能修得が速い児童に模
範演技を任せることができない。それだけ師範に頼ら
ざるを得ない部分が多くなるので，よりＣＡＩの有効
性が発揮しやすい単元と考えたからである。

（２）つまずきの明確化と援助方法の検討

教材化にあたっては，信州大学教育学部体育科渡辺

敏明先生の指導のもと，まず実際の授業実践の中で児

童のつまずきを拾い出し，その原因を明確化した。

次に，明確化された原因について解決方法を検討

し，実際の授業実践の中で試行しながら有効な援助方

法を見つけだした。又，模範となる演技と課題のある

演技とを児童に提示し，気づいたことを出させること

により，児童がどのような視点で技を見ているかを洗

い出し，画面でどのように演技を提示していくのが有

効かを検討した。

（３）コースウエアの基本構想

  コースウエアは単なる高速の画面提示装置として活

用するのではなく，個のつまずきに対応し，適切な援

助ができるように基本構想を検討した。

①①①①①個のつまずきを診断する

  算数のコースウエアなどでは学習者の回答をあらか

じめ予想し，それを基にコンピュータがつまずきを診

断し援助の方法を選択し提供していく事ができる。し

かし体育の学習ではそのような診断をコンピュータが

していくことはできない。そこで，教師の場に応じた

診断のほかに，個のつまずきを診断する方法として次

の２つの方法をとった。

a.相互批正による診断

  教師が一人一人の子ども全員の診断をしていく事は

時間がかかり難しい。そこで，子ども同士の相互批正

により診断しあう方法をとった。しかし，子ども同士

で相互批正をしていくには，相互批正の視点を子ども

自身に持たせなくてはならない。そこで，本コースウ

エアでは各技のポイントを４点前後に絞った。また，

その良い例・悪い例を具体的な映像資料で比較紹介する

ことにより，子どもにより確かな視点を持たせられるよ

うにした。

b.発展課題による診断
  発展課題を紹介することにより，技の完成度を自己

診断できるようにした。また，発展課題は診断として

の価値だけでなく，その技の練習としても有効であ

り，発展課題に挑戦することで，より完成度の高い技

になっていくだろうと予想される。

②②②②②効果的な援助方法

  マットの学習では，体育の専門家なら知っているが

教科書などに紹介されていないため，一般の教師が知

らない効果的な練習方法がたくさんある。そのような

練習方法を，子どものつまずきに対応して必要な時に

効果的な練習方法を紹介できるようにした。
５５５５５

小学校４年　体育小学校４年　体育小学校４年　体育小学校４年　体育小学校４年　体育
マット運動学習用コースウェアの開発マット運動学習用コースウェアの開発マット運動学習用コースウェアの開発マット運動学習用コースウェアの開発マット運動学習用コースウェアの開発

長野市立篠ノ井西小学校　山本　秀樹

小学校４年体育コースウェア小学校４年体育コースウェア小学校４年体育コースウェア小学校４年体育コースウェア小学校４年体育コースウェア「「「「「カカカカカニニニニニ脚脚脚脚脚前前前前前転転転転転ののののの開開開開開発発発発発
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③③③③③マルチメディアによる教材化
　本コースウエアでは，次のようなマルチメディアの
コンピュータ提示による利点を活用している。
a.見せたい視点や内容を強調して表示する
・教師の演示のなかでは特に強調して見せたい視点
があいまいになってしまう場合があるが，映像資料
では必要な場所をスローモーションで表示したり，
注釈（スーパーインポーズ）を加えたりすることに
より見せたい場面を強調できる。

b.対比して見せたい場面を強調する
・学習者にポイントを押さえさせる場面で，良い例・
悪い例を対比させることは学習効果があるが，実際
の授業の中で悪い例を紹介していくことは難しい。
しかし，あらかじめそのような画面を準備しておく
ことにより提示が容易にできる。

c.必要により何回も見せる
・学習者は見たい場面を自分の必要に応じて何回で
も見ることができる。

④④④④④マット運動の学習に対する基本方針
　マット運動の技は，習得させたい技の目標をどこに
置くかによって，学習のポイントが大きく異なる。ま
た，練習方法も個別の学習・補助者を必要とする練習・
補助器具を使った練習など練習の方法はさまざまある。
本コースでは初めてマット運動の学習をする児童のた
めのコースウエアとして次の３点を基本方針とした。
a.技の基本的な動きに学習のポイントを置く。
  技の学習課題は，見た目の美しさにこだわらず，「手
の十分な支え」「順次接触」など各技の基本の部分を中
心に学習していくこととした。
b.自主的な学習ができる様に各技のポイントを絞る。
  本コースは相互批正しながら自分で学習を進めてい
くことを基本にしている。そこで，子ども達がお互い
に相互批正しやすいように，できるだけわかりやすく
見やすいポイントを取り上げた。また，一つの技につ
いてたくさんのポイントがあると相互批正がしにくく

なると考えポイント数は４つ前後とした。

c.場の工夫
  練習方法は，子ども達が自分の練習を十分できる様
に補助者の必要な練習は使わないよう配慮した。また，
学習者がその場で簡単に練習器具を用意できるものを
中心に練習方法を選んだ。
（４）コースウエアの設計
  コースウエアの基本構想を基にコースウエアを設計
した。このコースウエアは技を選ぶ画面「技の選択画
面」(図１）と，技の学習を進めていく画面「技の学習

画面」(図4～９）とで構成した。

①①①①①技の選択
　このコースウエアでは，「前転」「開脚前転」「跳び前
転」「後転」「開脚後転」「側転」の５つの技を紹介して
いる。また，それ以外にマット運動を学習するにあ

たっての基本となる運動を紹介している「基本の運
動」と，このコースウエアの使い方を学習する『「カ
ニきゃく前転」の
使い方』へも分岐
できるようにし
た。コンピュー
タでは技の選択
画面を設定し，
各技のアイコン
をクリックする
とその技の学習

へ進んで行けるようにした。（図１）

②②②②②技の学習画面
　本コースウエアでは，各技を習得する学習方法と
して図２の｢基本的な学習の流れ｣のような，段階を
追った学習方法にそってコースを設計している。そ
こで，その学習の段階にそって学習者が必要になる
であろう情報を図３にある「学習に必要な情報」の
様に(A)モデル（B）かいせつ（C）チェック(D)れん
しゅう(E)ちょうせんの項目別にした。

　コンピュータ画面ではそれらをラベルとして，学
習段階順に左から順に並べ，学習者は左のラベルか
ら順に学習していくと，基本的な学習方法で学習を
進めることができる
ようにした。
  各ラベルには映像
資料の説明とその横
にアイコンが用意さ
れている。そのアイ
コンをクリックする
と説明の内容の映像
資料が見られるよう
になっている。（図４）
③③③③③ラベルごとの具体的な画面内容
　ラベルごとの具体的な学習内容と画面構成は前転
を例に取ると次のようになっている。
(A)モデル
　各技の基本の動きを　１．斜め前から　２．横か
ら　３．横からのスローモーションの３つの映像資
料で紹介している。横からのスローモーションは，

図4　技の学習画面

図1　技の選択画面

図2　基本的な学習の流れ 図3　学習に必要な情報



技のより詳細なイメージを持たせるためだけでなく，
教師が本コースにないポイントを紹介する場面でも活
用できる。(図５）
(B)‚©‚¢‚¹‚Â

斜め前と横からのス
ローモーションの映
像資料にその画面上
と，その横に文章で
ポイントを表示して
いる。文章での紹介
を画面横に表示し，
消えてしまう映像の
印象をより強い印象
として残すことを目
的としている。(図６）
(C) ƒ` ƒFƒbƒN

•@相互批正のための
ポイントを良い例と
悪い例を映像で比較
してわかりやすく紹
介している。学習カ
ードに同じ項目を作
り友達同士でチェッ
クしあえるようにし
た。(図７）
(D) ‚ê‚ñ ‚µ‚ã‚¤

   相互批正で紹介さ
れたポイントで，十
分でないと思われる
ポイントがあった場
合に，そのポイント
を克服するための練
習方法を紹介してい
る。また，着実に練
習を進めていきたいと思っている学習者には ①の練習
課題から順番に学習していくと，その技の習得に必要
な練習が一通りできるようになっている。（図８）
(E)‚¿ ‚å‚¤‚¹‚ñ

 「技ができた」と思
っている学習者に，
「できるかな」の列の
ところで，より発展的
な課題を紹介している。
この発展的な課題は，
技能が十分に獲得でき
ていないと克服できない課題となっているため，自己
の技能の評価ができる。「できるかな」の課題が十分に
できない場合は，「できなかったらこの練習」の列で
「できるかな」の課題より少し平易な課題を紹介している。
これら2つの発展課題をできるように練習することによって
も技能の修得になるように考えられている。(図９）
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   このコースウエアは何人かの学習者が1度に同じコ
ンピュータを使うことを想定している。そこで，各学
習者が必要と思う画面をできるだけ早く提示すること
ができるように，コンピュータの各画面には「わざを
えらぶ」アイコンが用意されている。このアイコンを
クリックするとどの画面が提示されていても，すぐに
コース最初の技の選択画面に戻ることができる。その
ため，学習者はどの画面からも「わざをえらぶ」アイ
コンを使って技の選択画面にもどり，項目を選んでア
イコンを選択していくことにより，自分の必要な資料
をすぐに取り出すことができるようになっている。
⑤⑤⑤⑤⑤学習カードの活用
  1人1台のコンピュータを活用すれば個人の学習記
録をつけていくことは容易であるが，何人かで１台の
コンピュータを活用してくため，個人の記録をコン
ピュータに残すことができない。そこで学習カードを
活用することとした。
  学習カードには相互批正の時に友達や先生にチェッ
クしてもらうためのチェック欄，れんしゅう・ちょう
せんの項目の中で自分が学習したものをチェックでき
るようになっている。（図１０）

図5　モデル

図6　かいせつ

図7　チェック

図8　れんしゅう

図9　ちょうせん

図10　学習カード　例「前転」

表1　各技のチェックポイント・練習課題・発展課題
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前転

チェック れんしゅう 挑戦
チェックポイ
ント

練習が必要な例 友達に
見ても
らおう

やったら○
できるかな

やったら○
できなかったらこのれ
んしゅう  やったら○

○ドラえもんの前
転

手でふんばる ○手が曲がって
斜めに回ってし
まう ○かべでとうりつ

○低いところへぜん
てん

○足を大きく開い
た前転

○あたまでつっ
かえる

○なんめぜんてん ○手をつかずにぜん
てん

○ユウレイノ手で
前転

あたまのうし
ろから

○頭が当たらな
い

○たかいまっとへ
前転

だるまさんの
ように

○こしをうつ ○小さいゆりかご ○れんぞく前転 ○ゆりかご

手を使わない
で立つ

○立てない ○ゆりかごから立
つ

○立ったらジャンプ ○ゆりかごから立
つ

チェック ちょうせんれんしゅう
できるかな できなかったらチェック

     ポイント
練習が必要な例 友達に

見ても
らおう ○ ○     この練習 ○

○ドラえもんの前転○手でふんば
る

○うでが曲がって斜
めに回ってしまう ○かべでとうりつ

○低いところへ
ぜんてん

○足を大きく
開いた前転

○ななめぜんてん○あたまのう
しろから

○あたまでつっか
える ○たかいマットへ前転

○てをつかずに
ぜんてん

○ユウレイノ
手で前転

○だるまさん
のように

○こしをうつ ○小さいゆりかご ○れんぞく前転 ○ゆりかご

○手を使わな
いで立つ

○立てない ○ゆりかごから立
つ

○立ったらジャ
ンプ

○ゆりかごか
ら立つ

⑥⑥⑥⑥⑥各技のチェックポイント
  次の表１「各技のチェックポイント・れんしゅう・
ちょうせん」のように，各技ごとにチェックポイント・
練習方法・発展課題を設定した。
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　スタディノートを利用した実践で有名な八王子市
の柏木小学校を訪問する機会に恵まれました。山梨
県の早川町という地域の学校をインテリジェントス
クールにするための研究が文部省の委託研究で行わ
れているのですが，その研究会の委員の先生方が，
新しい小学校を作るための参考にさせていただくた
めに柏木小学を見学させていただいたのです。早川
町の教育委員会，学校長，小学校の先生のほか，学
校建築の専門家の大学の先生と情報教育や教育工学
の専門の大学の先生方の訪問でした。私も，日本で
初のインテリジェントスクール「滑川中学校」に関
わった経験から，この委員会に参加させていただい
ているので，ご一緒させていただきました。
　柏木小学校の実践はすでにこのメーリングリスト
でも紹介されていますし，福島先生や五十嵐先生が
詳細をご報告くださると思いますので，ここでは，
視察された先生方がおしゃっていらした感想を皆さ
んに紹介させていただきたいと思います。
ポイントは３つです。
１　山本校長先生のリーダーシップと先生方を信頼
されてまかせていらっしゃること。何でもやってよ
さそうな雰囲気。
２　福島先生の授業設計のうまさ。児童が必然的に
活動を始めてしまうように仕組んでいらっしゃるこ
と。パソコンマニアレベル（？）の先生なのに校内
の先生方を（とくに，校長先生，教頭先生や，パソ
コン初心者の先生を）うまく巻き込んでいらっしゃ
ること。
３　五十嵐先生の見学者への明確なご説明と質問へ
の適切なご回答。児童への研究方法のご指導（総合
的な学習）の成果は，大学の卒論生にも参考にさせ
たいほどだとの声が大きかった。
　そして，結論は，「いい学校を作るためには施設も
大切だが結局は先生だ」との意見でまとまりました。

　柏木小学校の事例はスタディノートのメーリング
リストや余田先生のＷｅｂページで知ることができ
ますが，そのすぐれた実践は，福島先生や五十嵐先
生らの個性や教師としての専門性の高さの賜物であ
るという，ごくあたりまえな結論を改めて思い知ら
されました。
　１０時から３時までの長い時間をさいて，ご協力
をくださった柏木小学校の山本校長先生，鈴木教頭
先生，金子先生，宮崎先生，五十嵐先生，福島先生
をはじめ諸先生方と児童の皆さんに感謝申し上げます。

　最後に，私の印象に残った五十嵐先生の一言を皆
さんに紹介させていただき視察報告にさせていただ
きます。ありがとうございました。
見学者の質問：「ところで，この実践で何が変わった
のですか。どんな成果があったのですか」
五十嵐俊子先生の回答：「コンピュータでしかできな
いコミュニケーションが可能となった。直接の会話
より深まった会話が可能になった。」
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　ECO News No.58でご紹介した「スタディノー
トで句会をしよう」について詳しく紹介されてい
ます。ぜひ，アクセスしてみましょう。
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　学校教育におけるパソコンの利用法について，
パソコン初心者の先生向きにわかりやすく解説し
た本です。パソコンを実際に活用している学校へ
足を運び，そこでの取材結果をもとに書かれてい
る点にも特徴があります。この本の一つの章で，イ
ントラネット（校内ネットワーク）を有効に活用し
ている学校の例として，つくば市立桜南小学校が
紹介されており，森田先生や私のコメントも随所
に出てきます。校内ネットワークの中で，スタディ
ノートをどのように生かしていけばよいか知りた
い先生方にお勧めしたい一冊です。（余田義彦）
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ECO News　No.60をお届けします。
　今回、篠ノ井西小学校の体育のコースウェアを拝
見して、私がマット運動ができなかった理由がよく
わかりました。やり方がまちがっていたのです。鉄
棒も、全くできませんでしたが、これもキット、や
り方に根本的なまちがいがあったのでしょう。今更
ながら悔しい！（akai）


